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施設系 技術職員とは・・

⽂部科学省所管の国⽴⼤学法⼈、⼤学共同利⽤機関法⼈、
独⽴⾏政法⼈国⽴⾼等専⾨学校機構など

国⽴⼤学法⼈等の様々な施設（校舎、研究実験棟、病院、図書
館、体育館など）やインフラの企画・設計・⼯事監理・維持管理
などの業務を通じて組織の運営に関わっています。

国立大学法人等とは・・

国立大学等の所有する施設など

全国に８６ある国⽴⼤学が、それぞれ独⽴した法⼈
格を持って運営されています。国⽴⼤学法⼈

先端的な共同研究を⾏う中核的研究拠点として、⼈
間⽂化研究機構、⾃然科学研究機構、⾼エネルギー加
速器研究機構、情報・システム研究機構の４つの機構
が設置されています。

⼤学共同利⽤
機関法⼈

独⽴⾏政法⼈国⽴⾼等専⾨学校機構は、全国に５１
ある国⽴の⾼等専⾨学校で構成されています。その他
２２の機構が学校教育、社会教育、科学技術等の事業
を実施しています。

独⽴⾏政法⼈
国⽴⾼等専⾨
学校機構等

・国⽴⼤学法⼈等の建物の保有⾯積は、約2800万㎡
であり、東京ドーム約600個分、東京ディズニー
ランド約35個分にあたります。

・施設整備にかかる年間の予算規模は数千億円、
維持管理費は数百億円に上ります。

校舎、研究実験棟、研究所、図書館、附属病院、附属学校、⾷
堂・保育施設など福利厚⽣施設、体育館など様々な施設、及び
広場や街路等を保有しています。

施設系技術職は
これらの施設等の
企画・設計・⼯事監
理・維持管理など全
てに関わります



建築系職員はこれ
らを担当します

・建築物
・共同溝
・道路
・屋外環境整備
など

＜電気設備＞
・受変電設備
・照明設備
・情報通信設備
・太陽光発電設備
・⾃家発電設備 など

＜機械設備＞
・空調設備
・給排⽔設備
・ガス設備
・エレベータ
・クリーンルームなど

奈良先端科学技術⼤学院⼤学施設課には、施設系技術職員（建築系、
設備系）と事務職員が在籍し、次の施設系業務を担っています。
企画・計画、設計・⼯事監理

•キャンパスの中⻑期計画策
定
•キャンパス整備に関する各
種委員会等の運営
•施設整備事業の計画・実施
•都市計画、キャンパスに係
る地域との連携
•⼯事の⼊札・契約実施
•⼯事コスト、品質等の管理
•建築・設備に関する技術的
事項への対応等

維持管理等

•施設の点検・評価
•スペースの有効活⽤
•⻑期修繕実施計画の策定
•施設の保守点検・運転監視
修繕
•屋外空間や緑地の管理等に
関する技術的事項への対応
•施設・環境インフラ維持保
全・美化の実施

省エネ、環境

•温暖化・省エネルギー対策の
実施
•インフラ整備の企画⽴案
•屋外環境整備及び廃棄物処理
の実施

奈良先端科学技術大学院大学 施設課の業務

建築系とは 設備系とは

設備系職員はこれらを担当します



企画計画

•キャンパスマスタープランの策定
•中期⽬標・中期計画の策定
•アクションプラン、マニュアルの策定

計画

•現地調査、ユーザーヒアリング
•関係官庁との協議・調整
•基本計画の作成

設計

•基本設計書の作成
•実施設計
•設計コンサルタントとの調整

⼯事監理

•⾏程、安全、品質管理
•定例会議の開催
•各種検査の⽴会い

完成

•完成検査
•ユーザー満⾜度調査
•省エネ等の達成⽬標調査

維持管理

•定期点検・定期報告
•予防保全計画の作成
•修繕計画の作成、実施

係員 主任 係⻑ 課⻑補佐 課⻑

資格取得

•建築⼠・電気主任技術者
•管⼯事施⼯管理技⼠
•電気⼯事施⼯管理技⼠
•建築施⼯管理技⼠
•エネルギー管理⼠ など

研修制度

•新規採⽤研修
•各階層別研修
•技術職員研修
•語学研修 など

職員の取得資格、能⼒、
勤務評価などにより上位
ポストへ昇進していきま
す。

採⽤後、他⼤学等への
異動を希望する⽅につい
ては、法⼈間で調整を図
る仕組みがあります。

キャリアパス・資格・研修

キャンパス・施設の企画から完成までの流れ



施設系技術職員 ナスラの業務日記（建築編）

日常の業務 中長期の業務

皆さんには、このような業務に携わっていただきます。

奈良先端⼤も開学から年⽉が経ち、今
後、屋上や外壁からの漏⽔などが懸念
されるな・・・。どれくらいの予算が
必要なのかな？よし、中⻑期的な修
繕計画をつくってみよう。

台⾵シーズンの到来に先
⽴ち、建物屋上の点検を
した。排⽔⼝に枯れ葉な
どの堆積物があったため
除去。また劣化が⾒られ
た防⽔シートの修理を建
築業者へ依頼。今週には
修理できるとのこと。台
⾵が来る前に対処できそ
うで安⼼、安⼼。

学⽣から研究室の扉の鍵
が締まらないと連絡があ
り、現地に向かう。鍵⽳
に埃が⼊り混み、鍵が回
りにくくなっていた。専
⽤剤で鍵⽳を清浄したと
ころ、スムーズに鍵が回
り、解決。学⽣から感
謝された。嬉しい！！

キャンパス内を巡回中、樹⽊が伸
びて建物と接触しかけているのを
発⾒し、樹⽊の剪定を⼿配した。
また、構内道路に、若⼲のへこみ
があることも発⾒。すぐに修理対
応は不要そうだったが、今後も気
を付けて観察しようと思った。

先⽣から新しく実験装置を購⼊する
ため部屋の模様替えについて相談が
あり、部屋レイアウトや⼯事期間を
提案することとなった。設備担当者
によると、設備⼯事は⼤規模になる
とのことだったので、担当者間で調
整して、先⽣に提案しに⾏こう。 開学当初から建物の

使い⽅も変わってき
ているけど、活動に
必要なスペースって
変わってないのか
な？調査してみよう。

建物を⻑持ちさせ
るには、どんな⽅
法が良いのだろ
う？いずれ訪れる
建物の寿命につい
て、どう計画を⽴
てれば良いのか
な？キャンパス
マスタープラン
を作ってみよう！

設計が完了し、
やっと⼯事が始
まった。設計通り
に⼯事が完成する
ようしっかり⼯事
監理しよう。

予算要求してい
た事業が予算化
された。⼤型事
業なので、設計
事務所と⼀緒に
設計することに
なった。先⽣や
設計事務所と打
ち合わせし、良
い設計図を作る
ぞ！

⼯事が完了し、
今⽇は完成検査。
検査が終われば、
次は建物の維持
保全が始まるの
だ。

⾊々な計画が作成
できた。でも、多
くの予算がいるこ
とも分かった。予
算獲得のため、ま
ずは予算要求の
ための資料を作ろ
う。



施設系技術職員 ナスラの業務日記（設備編）

日常の業務 中長期の業務

皆さんには、このような業務に携わっていただきます。

先⽣から新しく
実験装置を購⼊
するので電源の
増設について相
談があった。電
気容量が⼤きい
装置のため、既
存の電源では対
応できないため、
電気室から電源
を持ってこない
と・・。こりゃ
⼤規模な⼯事に
なるぞ。

以前、相談を受けて
いた流し台設置の設
計図が完成した。Ｃ
ＡＤの扱いも少し慣
れてきたかな。次は
⼯事費の算出だ。先
⽣が待っているので
頑張って早く発注し
よう。

来⽉に実施する電気⼯事は、
建物の停電が必要。安全に
作業ができるよう停電、⼯
事の⼿順書に間違いがない
か現地確認した。問題はな
さそうだ！

職員からトイレの洗⾯台の⽔の出
が悪いと連絡があった。現地へ⾏
き、⽔量調整バルブを調整しすぐ
に解決できた。良かった。

学⽣から部屋の照明が
つかないと連絡があり、
現地に向かう。どうや
ら照明器具が故障して
いるようだった。早速、
電気業者へ修理を依頼。
すぐに駆けつけてもら
えるとのことで安⼼し
た。

奈良先端⼤も開学
から年⽉が経ち、
今後、照明、空調、
給排⽔など⾊々な
設備の⽼朽化が問
題になるな・・・。
どれくらいの予算
が必要なのかな？
よし、中⻑期的
な設備の更新計
画をつくってみよ
う。

開学当初から
建物の使い⽅
も変わってき
ているけど、
既存の受変電
設備のシステ
ムで問題はな
いのかな？
チェックして
みよう。

近年、台⾵や集中豪⾬な
ど⾃然の猛威が甚⼤化し
ている。⾃家発電設備の
設置など災害に強い
キャンパスの構築につ
いて検討してみよう。

設計が完了し、やっ
と⼯事が始まった。
設計通りに⼯事が完
成するようしっかり
⼯事監理しよう。

予算要求していた
事業が予算化され
た。⼤型事業なの
で、設計事務所と
⼀緒に設計するこ
とになった。先⽣
や設計事務所と打
ち合わせし、良い
設計図を作るぞ！

⼯事が完了し、今⽇
は完成検査。検査が
終われば、次は建物
の維持保全が始ま
るのだ。

⾊々な計画が作成できた。でも、多
くの予算がいることも分かった。予
算獲得のため、まずは予算要求の
ための資料を作ろう。



奈良先端科学技術大学院大学 施設の概要

キャンパスには、教育や最先端の研究、実験を⾏う研究棟を
はじめ、⾷堂やコンビニエンスストア、学⽣宿舎など様々な⽤
途の建物・ライフラインが整備されています。
施設系技術職員は、⼤学の活動に⽋かせないこれら施設の中

⻑期計画⽴案、整備を⾏います。施設の完成後は、機能的で良
好な状態に維持向上させていくことがミッションです。

主なライフライン
・特別⾼圧受変電設備
・⾃家発電設備 ７基
・受⽔槽 ７基
・共同溝 約620m
・電⼒線 約 5km
・給⽔管 約 3km
・排⽔管 約 8km
・ガス管 約 2km

など

主なライフライン
・特別⾼圧受変電設備
・⾃家発電設備 ７基
・受⽔槽 ７基
・共同溝 約620m
・電⼒線 約 5km
・給⽔管 約 3km
・排⽔管 約 8km
・ガス管 約 2km

など

敷地⼟地 131,267㎡
建築⾯積 27,668㎡
延床⾯積 100,021㎡
建物数 58棟

主な建物
・研究棟
・ミレニアムホール
・図書館
・⼤学会館
（⾷堂、コンビニなど）

・ゲストハウス
・学⽣宿舎
・職員宿舎
・事務局棟

など

主な建物
・研究棟
・ミレニアムホール
・図書館
・⼤学会館
（⾷堂、コンビニなど）

・ゲストハウス
・学⽣宿舎
・職員宿舎
・事務局棟

など



クリーンルームクリーンルーム

ミレニアムホールミレニアムホール

⾃家発電設備⾃家発電設備

研究棟研究棟

温室温室

太陽光発電設備太陽光発電設備

空調設備空調設備

共同溝共同溝

キャンパスには様々な建物、設備があります



国立大学法人

奈良先端科学技術大学院大学
NARA INSTITUTE of SCIENCE and TECHNOLOGY

〒630-0192 奈良県生駒市高山町8916番地の5

アクセスマップ


